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超細径高密度光ファイバケーブルの販売開始 

 
 昭和電線ケーブルシステム株式会社（本社：東京都港区、取締役社長：山田眞彦）は、架空及

び引上区間配線用の『超細径高密度光ファイバケーブル』を、ＮＴＴアクセスサービスシステム

研究所殿と共同開発し、2012 年 7 月より東日本電信電話株式会社殿、西日本電信電話株式会社

殿へ納入開始しました。今後は国内外の幅広いユーザー様を対象に販売を拡大してまいります。 

■ 製品の特長 
光ファイバケーブル構造を大幅に見直すことにより、 

光ファイバ心線の実装密度を高め、従来構造と比較して 
 

を実現しました。ケーブルの細径化は、布設スペースを有

効活用でき、さらに軽量化することで布設時の張力を小さ

くでき、布設作業の効率化を図ることが可能となります。 

・間欠接着型光ファイバテープ 
 隣接する２心の単心光ファイバ心線が長手方向に間欠的に連結され、単心部と接着部が

周期的に配置された構造です。従来テープ心線同様に一括接続が可能です。 
 

 

 

 

 

 

・スロットレス構造の光ファイバケーブル 
従来のスロットを使用しない構造により細径・軽量化を実現しました。 
心数は２４、４０、６０、１００、２００心で、ケーブル構造は、丸型、自己支持型を

ラインアップしています。ケーブル部の軽量化に伴い支持線も細径・軽量化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

本件に関するお問い合わせ先 

昭和電線ホールディングス株式会社 経営企画部 IR・広報グループ 菅井 TEL 03-5404-6951 

＜外観写真（２００心）＞ 

最大で約４０％の細径化 約６０％の軽量化

紫外線硬化樹脂 

単心光ファイバ心線 

＜間欠接着型光ファイバテープ構造例＞ 

＜従来光ケーブル例（２００心丸型）＞

シース 

テンションメンバ 

切り裂き紐 光ファイバテープ 

＜超細径高密度光ケーブル（２００心丸型）＞

シース 

間欠接着型光ファイバテープ 

テンションメンバ 

切り裂き紐 

最大約40%細径化 

最大約60%軽量化 

外径：17.0mm 

質量：0.18kg/m 

外径：10.5mm 

質量：0.07kg/m 

スロット 


